予算要求資料
平成31年度当初予算　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：男女共同参画推進費
	事業名　イクボス拡大促進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

健康福祉部　子ども・女性局　女性の活躍推進課　男女共同参画係
女性の活躍支援センター・男女共同参画プラザ

電話番号：058-214-6431
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11234@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　6,128千円（前年度予算額：6,033千円）

＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産
収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	6,033
	2,728
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,305

	要求額
	6,128
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,128

	決定額
	6,128
	2,775
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,353


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）

・Ｈ28年に女性活躍推進法が施行されるなど、企業における女性の活躍推進は最重要課題の一つとなっており、国においては、人口減少社会に突入し労働力不足が懸念される中、「我が国最大の潜在力」である女性の力を最大限に発揮していくことが喫緊の課題であるとしている。

・岐阜県の状況を見ると、Ｈ27国勢調査による女性管理職比率は14.5％で全国40位と低いなど、女性が活躍できる環境づくりは必ずしも十分であるとはいえない。

・こうしたことから、Ｈ29年に「清流の国ぎふ女性の活躍推進計画」を策定し、女性が仕事と子育てや介護等を両立できる環境の整備など女性の活躍を強力に推進している。
・男性も女性も、職場や家庭でイキイキと活躍するためには、職場環境の改善とあわせて経営者や管理職の意識改革が必要となっており、本事業を通じて、職場で共に働く部下のワーク・ライフ・バランスを考え、その人のキャリアと人生を応援しながら、組織の業績も結果を出しつつ、自らも仕事と私生活を楽しむことができる経営者や管理職（これを「イクボス」という。）の拡大を図っていく。

（２）事業内容
・女性の活躍推進に向けて、女性登用の拡大による生産性向上や仕事と家庭の両立による従業員のモチベーション向上など、経営者等の意識改革に効果の高い実践的な講座や、エクセレント企業の先進的な取組事例などを学ぶ学習会を継続して実施する。

・さらに、企業等（企業または団体等）内での取組みを促進するため、イクボスの拡大促進や、男性の育児休業、家事・育児参加促進など仕事と家庭を両立した働き方を推進することを目的とした「企業等内研修」を継続して実施する。

①イクボス養成講座　H30:2,134千円　→  H30:2,537千円 

        (1) イクボス養成講座（１回）

　　　　　　・規模　１５０名程度／回

　　　　　　・講師　イクボスとして有名な著名人・タレント
　　　　　　・内容　講義及びパネルディスカッション等
　　　　(2) イクボス養成学習会（２回）

　　　　　　・規模　３０名程度／回

　　　　　　・講師　社会保険労務士等
　　　　　　・内容　エクセレント企業等の先進的な取組事例を中心に学ぶ学習会
②企業等内研修　　H30:2,371千円　→  H31:2,046千円 
ワーク・ライフ・バランスの推進を図る企業等の要望を受け、課題を解決するた

めにふさわしい研修テーマの決定や講師の派遣を行うことで、企業等の意識改革や
働き方改革を推進する。
　　　　　　・規模　１０名以上／回の参加が必要
　　　　　　・講師　エクセレント企業経営者・社会保険労務士等
③広報費　　　　　　H30:  951千円　→  H31:  968千円 
事業の周知及び参加促進（フリーペーパー等活用）
④事務費　　　　　　H30:  577千円　→  H31:  577千円 

（３）類似事業の有無　
　　・ワーク･ライフ･バランスの推進に向けた環境の整備に関する事業：４２都道府県で

実施
３　事業費の積算内訳(単位：千円)

	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	事務費
	577
	旅費、消耗品費、役務費　他

	事業費
	5,551
	委託料　

	計
	6,128
	


　　財源：地方創生推進交付金（補助率１／２）
	決定額の考え方　
　財源については、地方創生推進交付金を充当（１／２）します。


４　各計画での位置づけ

○長期構想　→　ワーク・ライフ・バランスの推進
○少子化対策基本計画　→　子育てしながら仕事もできる岐阜県づくり

　　○女性の活躍推進計画　→　女性の活躍推進に向けた組織風土づくり、ワーク・ライフ・バランスの実現、働き方改革の推進に向けた整備環境
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	第３次岐阜県少子化基本計画

○岐阜県ワーク・ライフ・バランス推進企業数

　　　H29末　２，８０３社　→　H31末　３，３００社　

清流の国ぎふ女性活躍推進計画

○岐阜県ワーク・ライフ・バランス推進エクセレント企業数

　　　H29末　９３社　→　H31末　１５０社


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	岐阜県ワーク・ライフ・バランス推進企業数
	－　
(H　)
	258

（H19）
	2,762
（H28）
	2,803
(H29)
	3,300
(H31)
	83.7％


	岐阜県ワーク・ライフ・バランス推進エクセレント企業数
	－
	－
	69
（H28）
	93
(H29)
	150
（H31）
	62.0％



（前年度の取組）

	事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

平成３０年度実績
①イクボス養成講座

（１）イクボス養成講座　１回開催　111名参加

（２）イクボス養成学習会　２回開催　49名参加

②企業等内研修　４０回実施予定


（前年度の成果）

	前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

・県内企業の経営者を対象とした、経営者の意識改革に効果的な講座や、ワーク・ライフ・バランス推進エクセレント企業の取組事例を学ぶ学習会を実施することで、ワーク・ライフ・バランス推進エクセレント企業やワーク・ライフ・バランス推進企業の増加が期待できる。

・また、企業等内で研修をあわせて実施することで、企業の働き方改革を推進できる。
・さらに、業界団体等と連携した事業展開により、女性の活躍推進に向けた意識の醸成が期待できる。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

〇


	性別による固定的な役割分担意識が根強く、仕事と家庭の両立が困難などの理由から出産を機に退職する女性が多いなど、女性がいきいきと活躍するうえでは、女性の活躍推進に向けて、「イクボス」の拡大促進が必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	ワーク・ライフ・バランス推進エクセレント企業やワーク・ライフ・バランス推進企業の数が増加している。また、エクセレント企業の取組は、全国的にも評価されており、県内企業における取り組みも促進されている。
H25：内閣府　内閣総理大臣表彰　  １社（フェニックス・介護）　　

内閣府　特命担当大臣表彰　　１社（ノバネットワーク・介護）　

H26：内閣府　特命担当大臣表彰　　１社（アース・クリエイト・建設）
　　 厚労省　イクメングランプリ　１社（アース・クリエイト・建設）

H27：内閣府　内閣総理大臣表彰　  １社（萩原北醫院・病院）

H29：内閣府　特命担当大臣表彰　　１社（足近保育園・保育）　

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

〇
	経営者の意識改革を目的とした講座や学習会の開催のほか、企業等での研修を一連の事業として展開することにより、女性の活躍推進に向けた組織風土づくり、ワーク・ライフ・バランスの実現や働き方改革の推進に向けた環境整備を図っている。


（今後の課題）

	事業が直面する課題や改善が必要な事項
　　エクセレント企業は、平成29年度末で93社となり、平成31年度末までの目標150社には到達していない。また、Ｈ27国勢調査による女性管理職比率は14.5％で全国40位と低く、女性が活躍できる環境づくりは必ずしも十分であるとはいえない。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
経営者の意識改革に効果的な講座や、ワーク・ライフ・バランス推進エクセレント企業の取組事例を学ぶ学習会等を引き続き実施することで、女性の活躍推進に向けて、一層のイクボスの拡大促進を図っていく。


